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　認知症やその介護についての悩みや不安がある場合には、本人や家族だけで抱え込まず、かか
りつけ医をはじめ、北谷町地域包括支援センター、専門医療機関などに早めに相談しましょう。

認知症を知ろう 認知症を知ろう受診・相談先

　認知症になると脳の働きが悪くなることで、誰にでも起こる「中核症状」と本人の性格や
人間関係・生活環境、心の状態などによって出てくる「行動・心理症状（BPSD）」があります。

認知症の症状とは

　認知症の前段階のことを軽度認知障害（MCI）といいます。
MCI の段階で早期発見・予防をすることが重要であると考えられています。

　徐々に進行する「中核症状」は治せないと言われていますが、行動・心理症状（BPSD）は周囲が接
し方を工夫したり、本人にとって過ごしやすい環境を整えることなどで改善が期待できます。

軽度認知障害（MCI）について

　認知症とは高齢者に多い病気ですが、働き盛り世代で発症することもあり、65 歳未満で発症する認知症
を「若年性認知症」といいます。多くの人が仕事や家事をしているので、その異変には気づいていますが、
ストレスや他の病気と勘違いしやすく受診が遅れてしまうということがあります。

若年性認知症について

認知症の人 2つの思い込み

「加齢によるもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違い

認知症とは

　認知症になった人は自分でどこかおかしいと気づいてい
ます。そのことで不安に苦しみ、悲しんでいます。周りの人は
その気持ちに気づき、手助けすることが大切です。

認知症の人＝何もわからない

生活習慣の改善で認知症を予防するポイント生活習慣の改善で認知症を予防するポイント

　記憶障害の症状がある一方、「うれしい」「悲しい」などの
感情は豊かです。プライドもあります。
　昔のことをよく覚えていたり、楽器や編み物など体で覚え
ていることはうまくできたりします。

認知症の人＝何もできない

　脳の病気が原因となり、脳の細胞が損傷を受けたり、働きが悪くなるこ
とによって、記憶や思考、判断などの能力が低下し、生活の中で様々な困
りごとが現れる状態です。代表的な認知症は次の４つです。

若年性認知症をご存知ですか？

　認知症と疑われる症状が現れた時に認知症の人やその家族が、いつ、どこで、どのような支援・サー
ビスを受けられるのかということを認知症の初期の状態から重度にいたるまでの標準的な流れを分か
りやすく示したガイドです。

認知 症ケアパスとは

沖縄県認知症疾患医療センター（中部圏域）
●特定医療法人アガペ会　北中城若松病院
　☎098-975-6122（平日 　9：00～17：00）　※完全予約制

●医療法人一灯の会　沖縄中央病院
　☎098-938-3188（月～土曜日　9：00～17：00　日曜・祝祭日は休み）　

沖縄県若年性認知症支援推進事業
●特定医療法人アガペ会　新オレンジサポート室
　☎098-943-4085（平日 9：00～ 17：00　※土日祝日、年末年始除く）

若年性認知症コールセンター
☎0800-100-2707（月～土曜日 午前10時～午後3時　※年末年始、祝日除く）

北　谷　町

　認知症の人を介護している家族、介護にたずさわっている専門職の人、ボランティアなどが会員となって、家族
の集い、電話相談、介護セミナーなどを行っている全国的な組織です。同じ悩みをもつ家族同士の気持ちの共有
や情報交換を行うことができます。

公益社団法人 認知症の人と家族の会

電話相談（フリーダイヤル）「0120-294-456」（平日　午前10時～午後3時）
●沖縄県支部 事務局　☎098-989-0159
●沖縄県支部　連絡先　中部地区会「ゆらてぃく会」　☎098-896-0567
　　　　　　　定例会　沖縄市社会福祉センター　会議室
　　　　　　　　　　　　毎月第4金曜日　13：00～ 15：00（祝日の場合、日程変更あり）

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるように、さまざまな支援を行う総合相談機関です。

　認知症に関する専門職チームが、ご家族からの相談を受けて家庭を訪問し、早期に専門医療機関の受診・
治療につなげ、適切な医療ケア・介護サービス利用が受けられるよう支援します。

☎098-936-1234（平日 月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分）

北谷町地域包括支援センター

認知症初期集中支援チームがあります！！

受診先

相談先

専門医療機関

その他の専門医療機関

脳の機能が低下

中核症状…徐々に進行

ストレスの多い生活環境や
ケア、周囲との人間関係など

本人のもともとの
性格や素質

主な行動・心理症状（BPSD）…改善が可能

新しいことが覚えられない。知っているはずのことを忘れてしまう。記憶障害
時間や季節の感覚が薄れる。日時や場所、人間関係などが分
からなくなる。見当識障害

●暴言　●暴力　●徘徊　●不潔行為　
●活動量の低下行動症状

●不安　●焦燥　●興奮　
●うつ状態　●睡眠障害　●妄想心理症状

料理の手順が分からない。外出の準備など、段取り立てて行動
ができなくなる。実行機能障害

考えることや、理解判断ができなくなる。理解・判断力障害

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

　いちばん多い認知症です。脳の機能が全般的
に低下していきます。脳の変化は症状が出る何十
年も前から起きており、徐々に進行していきます。

●女性に多い。
●もの忘れの自覚がなくなる。
●ゆっくり症状が進行する。
●人格が変わることがある。

●体験や出来事の一部を忘れる。
●ヒントがあれば、忘れた部分を思い出すこと
　ができる。
●もの忘れをしている自覚がある。
●場所や人までわからなくなることはない。

●体験や出来事をすっかり忘れてしまう。
●ヒントがあっても思い出せない。
●もの忘れをしている自覚がない。
●もの忘れがひんぱんに起こる。
●場所や人までわからなくなることがある。

アルツハイマー型認知症
　脳梗塞や脳出血などの病気で、病変部分の脳
細胞の働きが失われることで発症します。脳梗
塞の再発などで症状が段階的に進みます。

脳血管性認知症

●男性に多い。
●意欲が低下しやすい。
●片麻痺や言語障害などがある。
●人格や判断力は保たれる。

　脳にレビー小体という物質（タンパク物質）が
蓄積されて発症します。生々しい幻視（ないもの
があるように見える）があらわれるのが特徴です。

●手足の震えや筋肉の硬直で転倒しやすい。
●夜中に夢を見て騒ぎ立てる。
●そこにいない人や動物、昆虫などの幻視が
　はっきりとあらわれる。

レビー小体型認知症
　脳の前頭葉や側頭葉が萎縮して発症します。
理性や感情がコントロールできなくなり、常識を
逸脱した言動などがみられます。

前頭側頭型認知症

●同じ言動を繰り返す。
●興味や関心が薄れやすい。
●万引きや信号無視など社会のルールに違
　反したことをする。
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体験の一部を忘れる

記憶の帯

体験全体が抜け落ちる

記憶の帯

日常生活に大きな支障は出ない 日常生活に支障が出る

※北谷町近隣医療機関です。その他専門医療機関はお問い合わせください

※認知症新患の診療は毎週火曜日

●医療法人卯の会　新垣病院
　☎098-933-2756（平日 　9：00～17：00）

※予約制（お電話でお問い合わせください）

●医療法人センダン　北上中央病院
　☎098-936-5111（毎月第2、4土曜　9：00～12：00）　

※予約可

※予約制

●適度な運動を習慣にしましょう。
●水分を十分にとりましょう。
●頭を使う趣味を持ちましょう。

●人や社会との交流を楽しみましょう
●持病を悪化させない
●青魚と野菜や果物を積極的に食べましょう。

●令和2年３月時点の情報です。ご利用の際は新しい情報を直接ご確認いただきますようよろしくお願いいたします。
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